
事業概要

事業実施により実現できた具体的効果・成果

実施地等

実施期間

　電気エネルギーの有効活用に必須である蓄電
デバイスの一候補であるキャパシタをテーマに、
学界、産業界を問わず世界的に活躍する研究
者および製造業関係者、ユーザー企業関係者
が集まる国際会議を開催した。
　昨今のモバイル機器から電気自動車、自然エ
ネルギー利用におけるキャパシタの可能性につ
いて、最新の成果の発表と議論を通じて、産学
における研究者や関係者間の情報交換や相互
親睦、学術発展、実用化の促進を図った。

　本事業の実施により、産学間のキャパシタ技
術あるいは、そのアプリケーションに関する情報
を共有し、開発あるいは導入に対する方向性を
見出すことで、個々の研究開発や周辺技術に
フィードバックされ、結果的にキャパシタ技術の
実用化の促進に寄与することができた。
　
　長期的には、本事業の実施により、キャパシタ
技術の発展、実用化を通して、地球温暖化の防
止や自然エネルギーの効率的な利用による循
環型社会の形成など、電気エネルギーの有効
利用を通しての環境保全につながることが期待
される。

【実施地等】大阪

【実施期間】2013/5/27～2013/5/30

重点等

事業名 事業区分

内7

国際先端キャパシタ
技術会議開催事業

2,900

国際会議

【重点事項
該当事業】

公益社団法人電気
化学会キャパシタ技
術委員会

事業者名

URL

http://www.icac2013.org/

事業
番号

確定額
（千円）


